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製品紹介 86～88 製品紹介 89～90アウトセット下荷重引戸 マルチソフトクローズ

トリガーブラケット本体と座を固定する
ために、戸先側、戸尻側に戸を動かし、
それぞれ仮固定していた添付ねじで改
めて固定します。

⑧

※戸先側、戸尻側どちらもおこな
ってください。

※片側のねじを固定した後、反対側
のねじを固定するときは、戸を反
対側へ動かしてください。

ご注意
トリガーブラケット本体がトリガーを圧迫しないようにしてください。
ソフトクローズが正常に作動しなくなる場合があります。

④下部跳ね上がり抑制パーツの本体と下部スライダーの間に跳ね上がり
抑制パーツ用治具を差込んだ状態で結合ねじを締めて固定してください。

施 工 ガ イ ド

■戸の位置調整
①トリガーブラケット本体と座を固定して

いるねじを回し、緩めます。
　※戸先側、戸尻側どちらもおこなって
　ください。
※片側のねじを緩めた後、反対
　側のねじを緩めるときは、戸
　を反対側へ動かしてください。

ご注意

■マルチソフトクローズユニットの取外し方
取外したいマルチソフトクローズユニットのロックねじをドライバー
で右に回して解除します。

①

ご注意

ドライバー等を使用し、マルチソフト
クローズを押し出してください。

②

突出部をつかんで引き抜いてください。③

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

②下部跳ね上がり抑制パーツの本体を外し、戸車の上のねじを回すと上
下調整、下のねじを回すと前後調整ができます。

③緩めていたトリガーブラケットの本体と座を固定しているねじを締めます。
※戸先側、戸尻側どちらもおこなってください。

下部跳ね上がり抑制パーツの本体を取付けるときは、ソフトクローズを正しく
作動させるために、跳ね上がり抑制パーツ用治具を必ず使用して取付けてく
ださい。

ケガにご注意ください。

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

解除

右

固定 目印

下部スライダーが上方向
に引っ張られすぎている

下部スライダーが下方向
に押し付けられている

下部スライダー

下部跳ね上がり
抑制パーツの
固定カップ
(DW-360-H)

下部跳ね上がり
抑制パーツの
本体
(DW-360-H)

下部レール
(DW-133)

下部スライダー

結合ねじ

跳ね上がり抑制パーツ用治具

バインド小ねじ

トリガー
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前後調整ねじ

上下調整ねじ

上へ5mm

前後に±1.5mm

下部調整戸車
（FA-1100-BV）

下部跳ね上がり抑制
パーツの本体
（DW-360-H）

アウトセット下荷重引戸 DW-250

■金具の納まり参考図

■戸の加工寸法参考図

かぶせ代P1と引き残しPLを足して、92mm以上になるように設定してください。

戸幅DW＝開口部W＋かぶせ代P1＋かぶせ代P2　∴レール長さL＝戸幅DW×2－（かぶせ代 P1＋引き残し PL）+5
●レール長さ L の算出の仕方

すきま寸法Dは5mm以上に設定してください。

●かぶせ代と引き残しの設定について

●枠と戸とのすきま寸法Dの設定について

上部ガイドレールの取付加工寸法 下部調整戸車の取付加工寸法

例） 開口部 W＝800mm、 かぶせ代 P1＝50mm、かぶせ代 P2＝50mm、引き残し PL＝50mm のとき
　　戸幅DW ＝ 800mm ＋ 50mm ＋ 50mm ＝ 900mm　∴レール長さL ＝ 1,800mm － 100mm + 5mm ＝ 1,705mm 

39

29 48

43（
46）

16

※（ ）内寸法はFAｰ100ｰK
　（キャップ）を取付ける場合

●DW-250（上部調整ガイド）の左右方向の取付位置について
戸を開けきった時、閉めきった時に確実に上部ガイド（DWｰ250）がエンドブレーキ作動板（DWｰ350）につき当たるようにしてください。
つき当たらないと、戸が脱落するおそれがあります。

設 計 ガ イ ド

一般住宅屋内用木製引戸（浴室には使用できません）
◇引戸の総質量：20kg以下（引戸1枚）　◇対応戸厚：33mm以上
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戸幅 DW

かぶせ代 P1 開口部 W
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引き残し PL

枕木の厚み

枠の出代 D

ストッパー間の距離 SP ＝ 戸幅 DW × 2 －（かぶせ代 P1＋引き残し PL）
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DW-131

FA-1100-BY

DW-250

DW-150

DW-350

※30は製品出荷時の寸法です。
　±2.5mmの範囲で調整でき
　ます。
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